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【ロジックモデル】 

 

 

番号 番号 番号

（１）がん予防とがん検診

①がん予防

1 1

2 指標

3 2 指標

②がん検診

4

5 指標

6

指標

（２）がん医療等の提供

①がん医療提供体制の充実とチーム医療等の推進

1 1

2 指標

3 2

4

②がんの特性や世代に応じた対策

5 3

6 4

7 5

8

③歯科医療による口腔管理及び口腔機能リハビリテーション、緩和ケア

9 6

10

（３）尊厳を持って安心して暮らせる社会

①相談支援及び情報提供

1 1

2 指標

3

②社会連携に基づく患者支援

4 2

5

③がん患者等の社会的な問題への対策

6 3

7 4

8 5

個別施策 目標（中間アウトカム） 目的（分野アウトカム）

喫煙対策、受動喫煙対策の促進

1

成人の喫煙率が低下している がんの罹患者が減少している

感染に起因するがん予防対策 20歳以上の喫煙率

食生活、運動等の生活習慣の改善 感染に起因するがん罹患が減少している

2

がんの死亡者が減少している

検診の受診率向上対策

3

検診受診率が向上している

検診の精度管理 がん検診の受診率

がんの年齢調整死亡率
（75歳未満／人口10万人当たり）

科学的根拠に基づくがん検診の実施

4

精密検査受診率が向上している

がん診療連携拠点病院等の充実

1

がんの医療提供体制が整っている

精密検査の受診率

自らが望む医療やケアを受けられている

安心してがん医療が受けられている

がん医療内容の充実

チーム医療体制の推進 質の高いがん診断・治療がされている

がん登録の推進

がん診療連携拠点病院の数

希少がん及び難治性がん対策 希少がん患者が専門的な医療を受けられている

小児がん及びＡＹＡ世代のがん対策
小児がん患者が質の高いがん診断・治療がされて
いる

妊孕性温存に関する対策

アピアランスケアの拡充 外見の変化に起因する苦痛が軽減されている

小児・ＡＹＡ世代のがん患者の支援 就学や復学等の教育支援が受けられている

1

がんサロン、ピアサポーターによる支援

がんについての情報提供

セカンドオピニオンに関する情報提供 がん患者が治療に関する情報を得ている

がん相談支援センターの相談支援体制の充実
がんに関する相談支援や情報提供体制が充実して
いる

地域連携クリティカルパス、K-MIXRの活用

就労支援体制の拡充 患者が療養生活と仕事を両立できている

がん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生
活の質の維持向上がされている

がん患者のうち「現在自分らしい日常生活
を送れていると感じる人」の割合

高齢者のがん対策

歯科医療による口腔管理、機能リハビリテーショ
ンの実施

歯科医療による口腔管理及び口腔機能リハビリ
テーション、緩和ケアがされている

口腔領域に対する緩和ケアの実施


